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伝
承
文
学
資
料
集
成
18
（
高
松
敬
吉
編
著
『
宮
崎

県
日
南
地
域
盲
僧
資
料
集
』、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇

四
）・
19(

荒
木
博
之
・
西
岡
陽
子
編
著
『
地
神
盲
僧

資
料
集
』、同
、一
九
九
七)

・
20（
野
村
眞
智
子
編
著『
肥

後
・
琵
琶
語
り
集
』、
同
、
二
〇
〇
六
）
と
、
三
冊
が

揃
っ
て
、
口
承
物
語
の
研
究
の
こ
の
方
面
で
の
今
後

を
、
大
き
く
支
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

18
で
は
永
照
寺
文
書
の
な
か
に
「
祝
言
」「
琵
琶
尺
」

以
下
の
明
治
本
と
大
正
本
（
影
印
）
と
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

19
に
は
地
神
経
釈
文
（
長
久
寺
文
書
）、
エ
ン
ギ
経

な
ど
（
祭
文
、
成
就
寺
文
書
）、
な
ら
び
に
佐
世
保
盲

僧
祭
文
を
収
録
す
る
。

　

野
村
眞
智
子
氏
に
よ
る
20
は
、
肥
後
（
＝
熊
本
県
）

琵
琶
の
語
り
を
、
語
り
の
ま
ま
に
翻
字
す
る
。
口
写

真
に
山
鹿
良
之
、
野
添
栄
喜
、
西
村
定
一
と
い
う
語

り
手
を
配
し
、
野
村
氏
の
テ
ー
プ
起
こ
し
に
よ
る
本

文
資
料
（
二
十
四
種
）
と
、
野
添
資
料
で
あ
る
手
書

き
台
本
（
四
種
）
と
を
内
容
と
す
る
。
本
文
資
料
に

は
（
カ
タ
リ
）（
３
音
）（
コ
ト
バ
）
な
ど
を
傍
注
し
、

演
唱
の
現
場
を
髣
髴
と
さ
せ
る
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

巻
末
の
「
肥
後
琵
琶
採
訪
報
告
」（『
伝
承
文
学
研
究
』

13
、
一
九
七
四
・
三
）
は
氏
の
卒
業
論
文
で
あ
る
。
こ

こ
に
も
Ｃ
Ｄ
を
付
し
て
成
る
（
わ
た
ま
し
神
事
〈
山

鹿
〉、都
合
戦
筑
紫
下
り
〈
同
〉、餅
酒
合
戦
（
三
）〈
野

添
〉
お
よ
び
端
唄
（
一
）〈
中
山
米
作
〉）。

　

こ
の
た
び
の
「
肥
後
の
琵
琶
弾
き
山
鹿
良
之
の
世

界
～
語
り
と
神
事
～
」（RIT

ES and T
A

LES w
ith 

BIW
A

 Y
am

ashika Y
oshiyuki, Blind M

usician of 
K

yushu

）は
Ｃ
Ｄ
三
枚（
お
よ
び
解
説
書
五
十
六
ペ
ー

ジ
）
か
ら
な
り
、
最
古
は
一
九
六
三
年
七
月
三
十
一

日
録
音
と
い
う
ワ
タ
マ
シ
で
あ
る
（
約
二
十
三
分

三
十
秒
）。
渡
御
、
移い

し徙
を
「
わ
た
ま
し
」
と
い
う
こ

と
は
十
三
世
紀
よ
り
記
録
が
あ
り
、ワ
タ
ッ
マ
シ
（
渡

り
い
ま
し
）
に
ち
が
い
な
い
。
十
世
紀
の
『
う
つ
ほ

物
語
』（
祭
の
使
）
に
は
「
わ
た
ま
す
」
と
い
う
事
例

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
転
居
す
る
の
は
神
々
で
、
あ
や

か
る
よ
う
に
し
て
転
居
を
わ
れ
わ
れ
も
す
る
、
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
新
築
に
は
鳴
り
物
を
最
初
に
入
れ

な
け
れ
ば
神
々
の
気
に
い
ら
な
い
か
ら
、
琵
琶
を
入

れ
る
こ
と
が
わ
た
ま
し
の
第
一
で
あ
る
。

　

琵
琶
で
タ
マ
シ
イ
を
入
れ
る
こ
と
だ
。
山
鹿
良
之

さ
ん
は
い
つ
も
そ
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。
わ
タ
マ

シ
イ
。

　

Ｃ
Ｄ
評
と
し
て
、
六
十
歳
台
の
山
鹿
さ
ん
に
よ
る
、

張
り
の
あ
る
、
最
高
の
声
と
演
奏
と
で
あ
る
こ
と
を

言
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
般
若
心
経
を
三
度
読
誦

し
て
弾
奏
に
は
い
り
（
本
調
子
）、
そ
も
そ
も
日
本
は

葦
原
国
以
下
、島
の
は
じ
ま
り
、国
の
は
じ
ま
り
、神
々

の
は
じ
ま
り
、
万
物
の
は
じ
ま
り
、
新
築
の
し
だ
い

を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
神
仏
の
加
護
だ
と
辿
り
す
す
め
る
、

ま
こ
と
に
力
づ
よ
い
語
る
「
文
学
」
で
あ
る
。

　

野
村
編
著
『
肥
後
・
琵
琶
語
り
集
』
に
あ
る
「
わ

た
ま
し
神
事
」
と
、
時
間
を
へ
だ
て
て
比
較
す
る
こ

と
が
わ
れ
わ
れ
に
は
で
き
る
。

　

つ
づ
い
て
古
い
の
が
、
野
村
氏
の
採
録
す
る
「
あ

ぜ
か
け
姫
」（
約
五
十
九
分
）
で
、
一
九
七
〇
年
十
月

六
日
録
音
と
い
う
か
ら
、
じ
つ
に
す
ご
み
の
あ
る
時

代
の
山
鹿
良
之
を
の
こ
し
て
く
れ
た
。
野
村
氏
が
大

谷
大
学
で
の
卒
業
論
文
を
書
こ
う
と
し
た
際
に
聴
き

取
っ
た
と
い
う
、
こ
れ
は
幻
の
テ
ー
プ
で
は
な
か
ろ

う
か
。「
肥
後
琵
琶
採
訪
報
告
」（『
伝
承
文
学
研
究
』

13
、
一
九
七
四
・
三
）
は
野
村
氏
に
よ
る
貴
重
な
一
端

で
、
何が

眞
智
子
論
文
と
称
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
代
「
調

査
」
で
の
バ
イ
ブ
ル
の
一
種
だ
っ
た
と
思
う
。

山
鹿
良
之
氏
か
ら
聴
い
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と

藤 

井
　
貞 

和
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『
肥
後
の
琵
琶
弾
き　

山
鹿
良
之
の
世
界
～
語
り
と

神
事
～
』
の
解
説
書
で
は
、日
本
音
楽
研
究
者
ヒ
ュ
ー・

デ
フ
ェ
ラ
ン
テ
ィ
氏
が
、
適
切
に
フ
ォ
ロ
ー
調
査
を
試

み
て
お
り
、「
そ
の
話
の
数
少
な
い
琵
琶
弾
き
の
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
の
な
か
で
わ
か
る
、
山
鹿
の
話
に
お
け
る
独

自
の
特
徴
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
中
世
の
説
教
語
り
の

な
か
の
主
役
、
俊
徳
丸
の
誕
生
で
終
わ
る
」
と
説
明

さ
れ
る
。あ
ぜ
か
け
姫
か
ら
俊
徳
丸
へ
と
、ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
も
つ
な
が
る
よ
う
に
語
ら
れ
る
、
こ
の
山
鹿

に
よ
る
独
特
の
語
り
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
か
。
山
鹿
に
よ
っ
て
あ
ぜ
か
け
姫
と
俊
徳

丸
と
が
一
連
と
な
っ
た
。
た
し
か
に
そ
う
も
言
え
る
。

し
か
し
語
り
と
し
て
の
必
然
の
糸
、
必
然
の
意
図
が

そ
れ
で
は
見
つ
か
ら
な
い
。
や
は
り
あ
ぜ
か
け
姫
が

ま
ぎ
れ
も
な
い
本
格
的
な
説
教
（
―
説
経
）
語
り
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
山
鹿
を
し
て
あ
ぜ
か
け
姫

／
俊
徳
丸
一
連
の
語
り
を
語
ら
し
め
て
い
る
深
い
理

由
で
あ
り
、
遠
い
伝
来
の
あ
る
こ
と
と
思
い
当
た
る
。

　

野
村
編
著
『
肥
後
・
琵
琶
語
り
集
』
で
は
「
十　

あ
ぜ
か
け
姫
」「
十
一　

二
代
長
者
（
俊
徳
丸
）」
と
、

つ
づ
け
て
採
録
さ
れ
る
。

　

つ
づ
い
て
「
菊
地
く
ず
れ
」
一
段
～
三
段
（
約

五
十
一
分
）
と
五
段
よ
り
（
約
二
十
分
）
と
。
お

よ
び
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
タ
ル
（
約
二
分
）
が
、

一
九
七
四
年
九
月
二
十
六
日
の
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送
ス

タ
ジ
オ
で
の
録
音
だ
と
い
う
。「
菊
地
く
ず
れ
」
に
つ

い
て
は
木
村
理
郎
氏
（『
肥
後
琵
琶
弾
き
山
鹿
良
之
夜

話
』
三
一
書
房
〈
一
九
九
四
〉
の
著
述
あ
り
）
が
解

説
を
書
く
。
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の
長
さ
を
琵
琶
弾

き
た
ち
は
語
る
の
か
。
理
郎
氏
の
父
、
木
村
祐
章
は

一
九
五
一
年
に
山
鹿
良
之
と
出
会
い
、
一
九
六
三
年

ご
ろ
よ
り
「
菊
地
く
ず
れ
」
の
口
述
筆
記
を
開
始
し
、

そ
れ
は
九
段
だ
っ
た
。
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送
は
十
段
ら

し
く
、
全
体
で
十
二
段
だ
と
も
。
十
年
を
へ
だ
て
て

の
二
種
の
「
菊
地
く
ず
れ
」
を
聞
き
比
べ
る
立
場
に

理
郎
氏
は
い
る
わ
け
で
、「
時
代
を
へ
た
な
り
の
説
明

の
工
夫
も
あ
り
、
隈
部
の
悪
辣
さ
を
強
調
す
る
語
り
、

別
れ
の
場
面
で
の
浄
瑠
璃
的
な
語
り
や
琵
琶
の
調
子

に
は
冴
え
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

無
慮
数
百
の
合
戦
物
や
後
期
軍
記
（
戦
国
時
代
軍

記
）
が
、
群
書
類
従
正
・
続
、
改
訂
史
籍
集
覧
な
ど

に
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
が
こ
の
よ
う
に

し
て
芸
能
（
的
宗
教
）
者
た
ち
に
よ
っ
て
丁
寧
に
辿

り
語
ら
れ
る
性
格
の
「
文
学
」
で
あ
っ
た
と
知
る
こ

と
は
新
鮮
で
あ
る
。「
都
合
戦
筑
紫
下
り
」（
牡
丹
長
者
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
山
鹿
は
な
お
い
く
つ
も
の
合
戦

物
や
軍
記
物
語
を
習
い
伝
承
し
て
お
り
、
一
つ
一
つ

が
豊
か
な
物
語
性
を
た
た
え
て
い
る
こ
と
を
、
野
村

氏
の
し
ご
と
や
、
肥
後
琵
琶
保
存
会
編
『
肥
後
琵
琶
』

（
白
木
印
刷
、
一
九
九
一
）
に
よ
っ
て
た
し
か
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
合
戦
物
や
軍
記
を
管
理
し
た
中
世
的

宗
教
者
の
す
え
に
山
鹿
氏
ら
は
立
つ
の
で
あ
ろ
う
。

芸
能
（
的
宗
教
）
者
と
書
い
て
み
た
い
理
由
だ
。

　
「
道
成
寺
」
は
一
九
八
九
年
十
月
十
四
日
、
山
鹿
宅

に
て
の
録
音（
約
二
十
九
分
）で
、兵
藤
裕
己
氏
に
よ
る
。

解
説
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
オ
ク
リ
、
コ
ト
バ

ブ
シ
、
大
オ
ク
リ
、
ウ
レ
イ
カ
カ
リ
、
セ
リ
フ
な
ど

が
一
々
記
さ
れ
る
の
は
、
聞
き
書
き
に
よ
っ
て
山
鹿

さ
ん
に
確
か
め
確
か
め
記
入
し
て
い
っ
た
結
果
で
あ

り
、
労
作
だ
ろ
う
。「
山
鹿
の
様
々
に
録
音
さ
れ
た
道

成
寺
の
演
奏
の
多
く
の
中
で
、
龍
が
日
高
川
を
す
ば

や
く
渡
る
こ
と
や
、
彼
女
が
釣
鐘
を
溶
か
し
て
、
不

幸
な
若
い
僧
が
命
を
落
と
す
と
き
の
、
彼
女
の
尾
が

釣
鐘
を
鳴
ら
す
音
を
表
現
す
る
擬
音
語
を
含
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
聞
き
所
で
あ
る
」（
ヒ
ュ
ー
・
デ
フ
ェ
ラ

ン
テ
ィ
氏
）。
演
唱
者
は
こ
の
と
き
九
十
歳
に
近
い
か

と
思
わ
れ
る
。
琵
琶
の
手
が
思
う
よ
う
に
う
ご
い
て

い
な
い
と
は
言
え
る
。
そ
れ
で
も
日
高
川
を
わ
た
る

女
の
執
念
の
す
ば
や
さ
に
聴
く
、
ナ
ガ
シ
の
手
を
十

分
に
堪
能
で
き
る
。
彼
女
の
尾
で
鐘
を
鳴
ら
す
擬
音

語
と
は
、
寺
の
高
塀
を
乗
り
越
え
る
と
き
の
こ
と
だ

ろ
う
。「
鐘
楼
の　

つ
―
り
が
―
ね
―　

鳴
り　

渡
―　

る
―
ウ
―　

ウ
―
▽　

ご
ぉ
―
―
ん
オ
ン
ご
ぉ
―
―

ん
オ
ン
」
と
、
ご
ぉ
―
―
ん
オ
ン
数
回
を
繰
り
返
す

と
こ
ろ
。
鐘
楼
（
シ
ュ
ド
ウ
と
聞
こ
え
る
）
の
釣
鐘
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に
尾
が
あ
た
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

　

日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
に
よ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

で
、
貴
重
な
音
源
が
こ
う
し
て
大
衆
化
さ
れ
た
。
伝
統

文
化
（
芸
能
、
音
楽
）
と
は
何
だ
ろ
う
。
端
的
に
言
え

ば
（
暴
論
で
な
い
と
思
う
が
）、
い
ま
聴
い
て
い
る
音

な
り
声
な
り
が
過
去
へ
伸
び
て
ゆ
き
、
数
百
年
を
越

え
て
、中
世
的
世
界
へ
と
届
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

数
百
年
を
越
え
る
と
は
、
あ
る
種
の
し
が
ら
み
や
忘

却
の
か
べ
に
抵
抗
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
し

た
時
間
を
共
有
し
な
が
ら
も
流
れ
を
遡
る
。
忙
し
い

現
代
人
に
は
最
も
不
得
意
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
法
具
と
し
て
の
琵
琶
の
在
り
方
が
、
三
味
線
と
の

交
替
を
困
難
に
し
た
」
と
兵
藤
氏
は
言
う
。
九
州
の

芸
能
（
的
宗
教
）
者
た
ち
は
「
芸
能
者
が
同
時
に
宗

教
者
で
も
あ
る
と
い
う
中
世
的
な
芸
能
伝
承
の
在
り

方
」（
同
）
を
近
代
に
ま
で
の
こ
し
た
。
し
か
も
二
十

世
紀
の
ほ
ぼ
終
わ
り
に
ま
で
た
ど
り
着
い
て
、
わ
れ

わ
れ
に
口
承
／
音
楽
資
料
と
し
て
受
け
渡
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

思
う
に
口
承
（
＝
伝
承
）
文
学
（
語
り
物
は
そ
の

重
要
な
一
部
）
研
究
は
、
近
代
化
や
男
性
優
位
や
差

別
社
会
の
進
展
に
よ
っ
て
、
多
く
回
収
さ
れ
る
か
、

「
伝
統
」
と
い
う
名
と
の
妥
協
に
よ
っ
て
、
し
ぶ
と
く

生
き
延
び
る
か
す
る
諸
文
化
の
、
つ
い
傍
ら
に
あ
り

な
が
ら
、
け
っ
し
て
回
収
さ
れ
ざ
る
は
ず
の
、
基
層

的
、民
俗
的
文
化
を
、積
極
的
、主
題
的
に
見
い
だ
し
、

そ
れ
ら
に
向
け
て
持
続
的
な
眼
差
し
を
注
ご
う
と
す

る
知
的
活
動
で
あ
る
か
ら
、
多
少
な
り
と
も
社
会
の

動
勢
に
対
し
、
抵
抗
す
る
姿
勢
を
保
つ
こ
と
と
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
女
性
史
や
女
性
民
俗
学
と
、
そ
の

点
は
よ
く
似
る
と
言
え
る
。
そ
う
い
う
抵
抗
感
の
あ

る
研
究
を
口
承
文
学
研
究
が
喪
失
し
た
ら
、
も
う
あ

と
が
な
い
。

　

語
り
の
現
場
に
つ
い
て
、
滅
び
ゆ
く
と
か
、
喪
わ

れ
る
と
か
い
っ
た
言
説
が
行
わ
れ
る
た
び
に
、
兵
藤

に
し
ろ
、
多
く
の
口
承
文
学
研
究
者
が
抵
抗
し
て
き

た
理
由
は
、
そ
の
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
少
数
者
の

現
場
で
あ
る
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
な
い
の
で
、
音
源

が
正
し
く
次
代
へ
受
け
渡
さ
れ
る
こ
と
は
必
須
の
条

件
で
あ
る
。
日
本
中
世
文
学
研
究
は
山
鹿
良
之
氏
か

ら
あ
ま
り
に
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
が
、
さ
ら
に

そ
の
こ
と
の
意
味
を
深
め
る
作
業
が
こ
れ
か
ら
で
は

な
い
か
。�
（
ふ
じ
い
・
さ
だ
か
ず
／
立
正
大
学
）

D
ISC 1

・	

ワ
タ
マ
シ
（
作
詞
：
不
詳　

作
曲
：
不
詳
）

収
録
：1963.7.31

録
音　

熊
本
市
立
熊
本
博
物
館

所
蔵
【
モ
ノ
ラ
ル
録
音
】

・	

道
城
寺
（
作
詞
：
不
詳　

作
曲
：
不
詳
）

収
録
：1989.10.14　

山
鹿
良
之
宅
に
て
録
音　

兵

藤
裕
己
所
蔵
【
ス
テ
レ
オ
録
音
】

D
ISC 2

・	

菊
池
く
ず
れ
（
一
段
～
三
段
）（
作
詞
：
不
詳　

作

曲
：
不
詳
）

収
録
：1974.9.26　

株
式
会
社
熊
本
放
送
（RK

K

）

ス
タ
ジ
オ
に
て
録
音
【
ス
テ
レ
オ
録
音
】

・	

菊
池
く
ず
れ（
五
段
よ
り
）（
作
詞
：
不
詳　

作
曲
：

不
詳
）

収
録
：1974.9.26　

株
式
会
社
熊
本
放
送
（RK

K

）

ス
タ
ジ
オ
に
て
録
音
【
ス
テ
レ
オ
録
音
】

D
ISC 3

・	

あ
ぜ
か
け
姫
（
作
詞
：
不
詳　

作
曲
：
不
詳
）

収
録
：1970.10.6　

山
鹿
良
之
宅
に
て
録
音　

野

村
眞
智
子
所
蔵
【
モ
ノ
ラ
ル
録
音
】

・	

イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
タ
ル
（
作
詞
：
不
詳　

作
曲
：

不
詳
）

収
録
：1974.9.26　

株
式
会
社
熊
本
放
送
（RK

K

）

ス
タ
ジ
オ
に
て
録
音
【
ス
テ
レ
オ
録
音
】

（V
ZCG-8377

～9

）。

平
成
19
年
度
（
第
62
回
）
文
化
庁
芸
術
祭

部
門　

レ
コ
ー
ド
部
門

贈
賞
種
別　

芸
術
祭
優
秀
賞

受
賞
者　

財
団
法
人
日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団

受
賞
対
象　

肥
後
の
琵
琶
弾
き 

山
鹿
良
之
の
世
界

～
語
り
と
神
事
～


